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I.目的   保 水剤 は,紙 おむつ ,使 い捨てカイ ロな ど多岐に渡って実用化 されてお

り,農 業分野において も特 に乾燥地の緑化や農業開発において利用 されてきた。高

分子保水剤 が石油原料であるため土壌に悪影響 を引き起 こす ことが明 らか となつた

今 日では,原 料 を植物系 とした保水剤の開発が進 め られて きている。そ こで本研究

では,新 たに開発 されたセル ロ
ース粒剤の性質 を解 明 し,保 水剤 としての有効性 を

検討す るため,高 分子保水剤 との比較実験 を行つた。

工.方法   本 実験では高分子保水剤 としてアク リホープ GH-2(日 本触媒化学工

業株式会社製 ),植 物系保水斉Jと して粒径 2mmの セル ロース粒剤 (レンゴー株式

会社製 )を 用いた。 これ らの保水剤 を植壌土に混合比を変 えて添加 し, pF試 験 に

よ り水分特性 を調べた。 また,塩 ,酸 ・アルカ リに対す る保水剤の耐性 について実

験 を行 った6耐 塩性 の検討は NaCl溶 液 ,耐 酸性 には硫酸 (H2S04)溶 液 ,耐 アル

カ リ性 には ソーダ石灰 (NaOHttCaO)溶 液 を用いた。 これ らの溶液 に 24時 間飽 和

させた もの と 1週 間飽和 させた ものについて吸水能力の変化 を測定 した。 また,保

水剤が土壌面蒸発に及ぼす影響 を明 らかにす るため,標 準砂 と植壌 土に混合比の異

なる保水剤 を添加 した土壌試料 について土壌面蒸発量を重量法によ り測定 した。

III.結果及び考察   実 験 に用いた保水剤の乾燥重量に対す る吸水倍率は ,高 分子保

水剤が 126.4倍 ,セ ル ロース粒剤が 4.0倍 であ る。植壌 土に両保水剤 を添加 した結

果 ,有 効水分量 (p Fl.5～p F4.2)が 保水剤 の量に比例 して増加 した。植壌 上の有

効水分量は含水比で 29。6%で あつたが ,セ ル ロース粒剤 を乾土重に対 して 5,0%混

合す ると 42.1%に ,高 分子保水剤 を 0,5%混 合す ると 63.6%に 増加 した。 また,保

水剤の耐塩性 ,耐 酸 ・アル カ リ性 について検討 した結果 ,セ ル ロース粒剤の吸水能

力は全 く影響 を受 けなかつた。
一方 ,高 分子保水剤 の場合は,ECお よび pHの 影響

を受 けることが分かつた。吸水能力は ECの 増加 によつて頭著に減少 し,乾 燥地の

濯滋水 として実際 に用い られているよ うな塩類濃度 (EC2.15mS/cm)で は蒸留水 と

比較 して吸水量が半分以下になつた。また,pHに ついては ECほ ど大 きな影響は見

られなかつたが,pH2.8の 強酸溶液では吸水量が 26%減 少 し,ア ルカ リ溶液では影

響 を受 けなかつた。 また,NaCl溶 液 に浸漬 させて吸水能力が低下 した高分子保水

剤 を蒸留水で再び飽和 させ ると,吸 水能力が回復 した。 この ことか ら,高 分子保水

剤の吸水能力は土壌の塩類濃度に大 きく影響 され るが水分供給によつて吸水能力に

再現性があることが分かつた。 また,保 水剤混合土壌の土壌面蒸発量は,土 壌面が

乾燥す るまでは どの試験 区も同様 の変化 を示 した。しか し,土 壌面が乾燥 した後は,

標準砂 と植壌 土の どちらの場合において も,高 分子保水剤混合土壌 は保水剤無添加

土壌 と比べて土壌面蒸発量が大き く, しか も保水剤の混合量に比例 した。
一方 ,セ

ル ロース粒剤 を植壌土に混合 した場合は,保 水剤 の量に比例 して土壌面蒸発量が増

加 したが,標 準砂 に 5.0%の 保水剤 を添加 した場合は土壌面蒸発量が減少 した。この

よ うに,標 準砂 の よ うな大間隙土壌ではセル ロース粒剤 を多量に混合す ると毛管水

が切断 され ,土 壌 の乾燥に伴 つて土壌面蒸発量が減少す るもの と考 え られ る。以上

よ り,セ ル ロース粒剤は吸水能力が低いため保水剤 としての効果は少ないが ,砂 質

土壌 に適用す ると土壌面蒸発の抑制効果が見 られた。
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